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対象は，全国110事業所の中間管理者(部課長5 ， 166人，職長3 ， 838人)で，調査は自記式質問票により， 1990年 5 月
から 7 月の間に実施された。調査票の回収数は6 ， 895て\回収率は76.6%であった。そのうち本研究の分析対象は，有













意に高ストレス，低 QOL となっていた。多重ロジスティック分析の結果， 1 日の労働時間が10時間以上の人は 9 時間

























有意に高ストレス，低 QOL であることが明らかとなった。しかし，部課長では主観的 QOL はストレスほど長時間労
働と強い関連性が認められず，長時間労働を極めて強いストレスと認知しながらそれを日本の雇用慣行の中である程
度受け入れていることや過剰適応の可能性も示唆された。
本研究は，長時間労働の健康影響とその構造を明らかにすることにより，ストレス予防医学理論確立のための実証
研究として多大な貢献をなすものであり，学位論文に値する。
